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学 習学 習 のの 要 点要 点
　  米づくりの作業
⑴　米づくりの１年 1

米づくりは，じゅんびから
しゅうかくまで，ほぼ１年間
かかる，大

たい

変
へん

な作業です。
※作業だけでなく，よりよい米づくり
のための研究もおこなわれています。

⑵　米づくりの作業
①　よい種もみを選

えら

ぶ 2

　　おいしい米をつくるには，よい種もみを選ぶ必
ひつ

要
よう

がありま
す。中身のつまったよい種もみを選ぶため，農家では塩

しお

水
みず

を
使って種もみを選びます。
※塩水はふつうの水よりうきやすくなるため，塩水につけてもうかない種もみは，

中身がつまったよい種もみということになります。

1

第 　 回 米づくり1111
　 コシヒカリの子どもたちト ピ ッ ク

みなさんは，「知っているお米の品
ひん

種
しゅ

は？」と
聞かれたら，何と答えますか？　おそらく，一番
多いのは，「コシヒカリ」という答えでしょう。
コシヒカリは日本で最

もっと

も生
せい

産
さん

量
りょう

の多い品種で，全
国の作

さく

付
づ

けのおよそ3分の1をしめています。
コシヒカリは，1944年，新

にい

潟
がた

県の試
し

験
けん

場
じょう

で「農
林22号」と「農林1号」をかけあわせてつくられ
ました。この種

たね

もみは福
ふく

井
い

県で育てられ，改
かい

良
りょう

を
加
くわ

えて，1956年に「コシヒカリ」として登
とう

録
ろく

さ
れました。コシヒカリとは，「越

こし

の国
くに

（越
えち

後
ご

・越
えち

前
ぜん

）で光
ひかり

輝
かがや

く」という意味です。
このコシヒカリは全国に広まりましたが，各

かく

地
ち

でこれを
改良した米の品種の研究もすすみました。「あきたこまち」
（秋田県）や「ひとめぼれ」（宮

みや

城
ぎ

県）は，コシヒカリの子ども，
「はえぬき」（山形県）は孫

まご

，「きらら397」（北
ほっ

海
かい

道
どう

）はひ孫に
あたります。
コシヒカリは，モチモチした食感にすぐれた，おいしい
品種です。しかし，ひとつの成

せい

功
こう

に満
まん

足
ぞく

せず，よりよいも
のを求

もと

める熱
ねつ

意
い

が，新しい品種を生んできたのですね。

旭

農林8号 農林6号

あさひ

中京旭
ちゅうきょう

初星
はつぼし

奥羽292号
おう う

亀の尾 旭
かめ　　 お

東北24号
とうほく

農林8号

幸風
さちかぜ

日本晴 40-11
（喜峰）

ばれ

ハツニシキ ササシグレ

農林22号

ヤマビコ

コシヒカリ

農林1号

黄金晴
こ　がね

陸羽132号
りく う

ひとめぼれ

ヒノヒカリ

あきたこまち 庄内29号
しょうない

はえぬき ササニシキ

収921

そらちコシホマレ

しまひかり キタアケ

きらら397

コシヒカリ
ひとめぼれ
ヒノヒカリ
あきたこまち
ななつぼし
はえぬき
まっしぐら
ゆめぴりか
きぬむすめ
キヌヒカリ

（米穀安定供給確保支援機構ホームページ）
0％ 10 20 30 40

（2023年産）

33.1
8.3…宮城県など

6.7…秋田県など
3.3…北海道

新潟県など

2.8…山形県
2.5…青森県

1.8…島根県など
1.9…北海道

きん　き

1.8…近畿地方

7.4…九州地方

お米の「家
か

系
けい

図
ず

」

稲
いね

の品種別
べつ

作付けの割
わり

合
あい

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
土づくり  土づくり
　　    　←苗

なえ

づくり→
　　　　　 　←田起こし・代

しろ

かき→
　　　　　　　　　←田植え→←水の管

かん

理
り

・農薬をまく・草とり→←稲
いね

かり・だっこく→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←かんそう・もみすり・出

しゅっ

荷
か

→

▼ 1　米づくりの１年

▼ 2　塩水を使った種もみ選び
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②　苗
なえ

を育てる（育
いく

苗
びょう

） 3

稲
いな

作
さく

農家のほとんどは，水田に種もみをまくのではな
く，発

はつ

芽
が

して育った苗を水田に植えます。よい苗を育て
るため，ビニールハウスを使って，「育苗」がおこなわ
れます。

③　田植えのじゅんびをする 4

栄
えい

養
よう

分
ぶん

のあるよい土からは，健
けん

康
こう

な稲が育ちます。よ
い土をつくるため，まず田んぼを耕

たがや

し，肥
ひ

料
りょう

をまく「田
起こし」をおこないます。次に，耕した田に水を引き，
土の表面を平らにする「代

しろ

かき」をおこないます。
※田起こし，代かきには，トラクターという機

き

械
かい

が使われます。

④　田植えをする 5

苗が育ってくると，田植え機を使い，じゅんびされた
水田に苗を植えます。

⑤　水の管
かん

理
り

をする 6

稲
いね

がしっかりと育つためには，水をきちんと管理しな
ければなりません。特

とく

に気温が低
ひく

いときには，冷
れい

害
がい

をふ
せぐために水の深さを深くします。
※水は冷

さ

めにくいため，温度をたもつ効
こう

果
か

があります。

大切な「中
なか

干
ぼ

し」

　稲があるていど育ってくると，水田の水をいったん
ぬいて，土をひびわれさせる「中干し」をおこないま
す。中干しには，次のような効

こう

果
か

があります。
�・田の中にたまった，ガスをぬきます。
�・根がしっかり生えるようになります。

⑥　稲かり・だっこくから出
しゅっ

荷
か

へ 7

稲の穂
ほ

が出て，全体が黄
こ

金
がね

色に色づいてくると，「稲 
かり」と「だっこく」（稲からもみ<米〉をはずす作業）が
おこなわれます。稲かりには，コンバインという機械が
使われます。コンバインを使うと，稲かりとだっこくを
同時におこなうことができます。
しゅうかくされたもみは，機械でかんそう，もみすり，
精
せい

米
まい

などの作業をへて，出荷されます。�

▼ 5　田植え

▼ 3　育苗のようす

▼ 4　田起こし（上）・代かき（下）

▼ 6　中干しされた水田

▼ 7　稲かり
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　  稲
いな

作
さく

のさかんな地いき
⑴　稲作にてきした地いき 8

稲
いね

はもともと熱
ねっ

帯
たい

性
せい

の植物であるため，育てるためには
次のような条

じょう

件
けん

が必
ひつ

要
よう

になります。

①　稲が育つ，夏の時期の気温が高いこと。
②　降

こう

水
すい

量
りょう

が多いなど，水にめぐまれていること。

しかし，日本で稲作がさかんな地いきは，東
とう

北
ほく

・北
ほく

陸
りく

な
ど北の地方に集中しています。これは，冷

れい

害
がい

が起こりやす
い地方でも育つ稲になるように，長年にわたって品

ひん

種
しゅ

改
かい

良
りょう

がおこなわれてきたからです。

⑵　稲作のさかんな地いき 8・9

稲作のさかんな地方は，東北・関
かん

東
とう

・北陸地方で，中で
も，東北地方は全国の米の生

せい

産
さん

量の約
やく

4分の1をしめてい
ます。都

と

道
どう

府
ふ

県
けん

別
べつ

では，北
ほっ

海
かい

道
どう

も生産量が多くなっていま
す。

稲作のさかんな地いきと米の品種

　稲作のさかんな地いきのほとんどは，大きな川の流
いきにある平野・盆

ぼん

地
ち

となっています。これらの地い
きでは，特

とく

色
しょく

のある品種の米が栽
さい

培
ばい

されています。
①　北海道……石

いし

狩
かり

平野・上
かみ

川
かわ

盆地（石狩川）
　　　　　　　⇒「ななつぼし」「きらら397」
②　秋田県……秋田平野（雄

お

物
もの

川）
　　　　　　　⇒「あきたこまち」
③　宮

みや

城
ぎ

県……仙
せん

台
だい

平野（北
きた

上
かみ

川・阿
あ

武
ぶ

隈
くま

川）
　　　　　　　⇒「ひとめぼれ」
④　山形県……庄

しょう

内
ない

平野（最
も

上
がみ

川）
　　　　　　　⇒「はえぬき」「つや姫

ひめ

」
⑤　新

にい

潟
がた

県……越
えち

後
ご

平野（信
しな

濃
の

川）
　　　　　　　⇒「コシヒカリ」

⑶　稲作がさかんでない地いき
　気温が高く，降水量も多い沖

おき

縄
なわ

県は，水をたくわえる大
きな川がないため，稲作はさかんではありません。また，
大都市の東京都や，平地の少ない高知県も，米の生産量が
少なくなっています。

2

▼ 9　米の生産のさかんな地いき

▼ 8　米の生産量（2024年）

※「全国」にはその他の都道府県をふくみます。

【都道府県別】

（2025年版「日本のすがた」）

新　潟
北海道
秋　田
宮　城
福　島
山　形
茨　城
千　葉
栃　木
青　森
岩　手
富　山　
長　野
兵　庫
熊　本
福　岡
全　国

622 800
562 400
490 000
366 100
356 800
354 500
338 800
287 900
286 200
264 200
258 900
189 000
187 900
166 900
153 300
152 200
7 345 000

8.5
7.7
6.7
5.0
4.9
4.8
4.6
3.9
3.9
3.6
3.5
2.6
2.6
2.3
2.1
2.1

100.0

しゅうかく量（t） 割合（％）
わりあい

いばら　 　き

とち　　 ぎ

ひょう　 　ご

くま　　もと

　

（2025年版「日本のすがた」）

【地方別】

北陸は新潟・富山・石川・福井の４県，東海は岐阜・
静岡・愛知・三重の４県，東山は山梨・長野の２県。

　　　　　　　　　　　　と  やま　　　　　　　 ふく い　　　　　　　  　　　　　　   ぎ　ふ

しずおか　  あい ち　　　み　え　　　　　　　　　　　　　   やまなし

おきなわ 北陸
14.3

6.5
5.8

四国 2.8
し こく

東海
とうかい

べつ

近畿
きん き

合計
735万t

東北 
28.5％

関東・
東山
18.4

とうさん

九州・沖縄
きゅうしゅう

ちゅう ごく

中国

北海道

6.5

7.7

9.6

石狩川

上川盆地

北上川

阿武隈川
信濃川

最上川

雄物川

庄内平野

越後平野 仙台平野

秋田平野

石狩平野
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発 展 学 習
　  米づくりの歴

れき

史
し

⑴　大
たい

陸
りく

から伝
つた

わった米づくり 1

日本の農業は，古くから稲作が中心となってきました。
しかし，最

さい

初
しょ

から日本に稲があったわけではありません。
今から2500～3000年ほど前に中

ちゅう

国
ごく

や朝
ちょう

鮮
せん

半島から稲作
のやり方が伝わり，全国に広まっていったのです。

⑵　米づくりと日本人のくらし 2

稲作が伝わってから，日本人のほとんどは農業をしてく
らしてきました。そこで，人々は豊

ほう

作
さく

をいのってさまざ��
まな行事をおこないました。その一部は，現

げん

在
ざい

のわたした
ちの生活にも残

のこ

されています。

米づくりと日本人のくらし

①　正月に，田づくり（いわしの小魚）を食べる。
　※昔は，田の肥

ひ

料
りょう

としていわしを干
ほ

したものが使われていました。

②��精
せい

米
まい

するときに出る「ぬか」を，漬
つ

け物をつくる
ときに使う。
③　豊作をいのって，夏祭りをおこなう。
④　しゅうかくを神に感

かん

謝
しゃ

するため，秋祭りをおこな
う。

　  米づくりの現在
⑴　進む「米ばなれ」 3

戦
せん

後
ご

，日本人の生活が豊
ゆた

かになると，人々は洋風の食べ
物も食べるようになり（食生活の洋風〔西洋・欧

おう

米
べい

〕化），米
の消

しょう

費
ひ

量はしだいにへっていきました。政
せい

府
ふ

は水田に稲を
植えない休

きゅう

耕
こう

や，別の作物への転作などをすすめる減
げん

反
たん

政
せい

策
さく

をおこない，米の生産量をへらしてきました。
このような中で，日本は1993年の冷害などをきっかけ

に，外国から米を輸
ゆ

入
にゅう

するようになりました。

⑵　米づくり農家の努
ど

力
りょく

4

　農家は「米ばなれ」をふせぐため，おいしい米の品種を
開発したり，安全な米をつくるため，化学肥料を使わない
有
ゆう

機
き

農業（有機栽
さい

培
ばい

）の方
ほう

法
ほう

を研究したりするなど，努力を
続
つづ

けています。また，米からつくられた「米
こめ

粉
こ

」の利
り

用
よう

な
ども進められています。

1

2

▼ 4　米粉を利用した食品

▼ 3　米の輸入先

長江
ちょうこう

ソウルソウル
ピョンヤンピョンヤン北京

ペキン

▼ 2　田づくり

▼ 1　米づくりの伝
でん

来
らい

ルート

※「五
ご

万
ま

米
め

」とよぶこともあります。

（2025年版「日本のすがた」）

タイ
52.1％

中国
10.2

その他 0.8オーストラリア
7.1

2023年
70.9万t

アメリカ
合衆国
29.8

がっしゅうこく
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80 81

　次の⑴～⑿の（　　　）にあてはまることばを答えなさい。
□⑴　米づくりのじゅんびのためには，よい種

たね

もみを選
えら

ぶ必
ひつ

要
よう

があり
ます。そのため，種もみを（　　　）につけて選びます。

□⑵　田植えのじゅんびのため，（　　　）
とよばれるしせつ【右写真】の中で，育

いく

苗
びょう

がおこなわれます。

□⑶　稲
いな

作
さく

の作業で，田んぼを耕
たがや

し，肥
ひ

料
りょう

をまくことを（　　　）とい
います。

□⑷　稲作の作業で，耕した田に水を引き，土の表面を平らにするこ
とを（　　　）といいます。

□⑸　⑶・⑷の作業には，（　　　）とよば
れる機

き

械
かい

【右写真】が使われます。

□⑹　田植えが終わり，稲
いね

が育ってくると，いったん水田の水をぬき
ます。この作業を（　　　）といいます。

□⑺　秋になると，稲かりがおこなわれま
す。この作業には，（　　　）とよばれ
る機械【右写真】が使われます。

□⑻　⑺を使うと，稲かりと同時に，（　　　）とよばれる，稲からも
みをはずす作業をおこなうことができます。

□⑼　地方別
べつ

の米の生
せい

産
さん

量
りょう

で，最
もっと

も多いのは（　　　）地方です。

□⑽　都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

別の米の生産量で，最も多いのは（　　　）県です。

□⑾　⑽県で多くつくられている，（　　　）とよばれる米の品
ひん

種
しゅ

は，
全国でもつくられており，全国の約

やく

3分の１がこの品種です。

□⑿　気温が高く，降
こう

水
すい

量
りょう

も多い（　　　）県は，水をたくわえる大き
な川がないため，稲作はさかんではありません。

⑴�

⑵�

⑶�

⑷�

⑸�

⑹�

⑺�

⑻�

⑼� 地方

⑽� 県

⑾�

⑿� 県
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基 本 問 題基 本 問 題
1　次のＡ～Ｅの文は，日本で米づくり（稲作）がさかんな平野について
説
せつ

明
めい

したものです。これを読んで，あとの問いに答えなさい。
　

Ａ　①この平野は，信
しな

濃
の

川の下流に広がり，日本で一番作
さく

付
づ

けさ
れている（　あ　）という品種の米の生産で知られています。
Ｂ　この平野は，石

いし

狩
かり

川の下流に広がり，②上流にある盆
ぼん

地
ち

とと
もに，（　い　）という品種の米の生産で知られています。
Ｃ　③この平野は，最

も

上
がみ

川の下流に広がり，「はえぬき」という
品種の米の生産で知られています。
Ｄ　④この平野は，北

きた

上
かみ

川や阿
あ

武
ぶ

隈
くま

川の下流に広がり，古くは「サ
サニシキ」の産地として知られていました。現

げん

在
ざい

は（　う　）
という品種が多く作付けされています。
Ｅ　⑤この平野は，雄

お

物
もの

川の下流に広がり，県の名前がつけられ
た品種の米の生産で知られています。

□⑴　Ａ～Ｅの平野の位
い

置
ち

を，右の地図中の
ア～オから１つずつ選

えら

びなさい。

□⑵　下線部①～⑤の平野・盆地の名前をそ
れぞれ答えなさい。

□⑶　（　あ　）～（　う　）にあてはまる米の
品種を，次の5つから１つずつ選びなさ
い。

　　 ひとめぼれ　　コシヒカリ
ヒノヒカリ　　まっしぐら
ななつぼし

□⑷　Ａ～Ｅの平野のうち，米の生産量が全国一となっている県にある
ものを１つ選びなさい。

□⑸　Ａ～Ｅの平野のうち，3つが東
とう

北
ほく

地方にあります。東北地方は，
全国の米の生産量の，約何分の１をしめていますか。

□⑹　Ａ～Ｅとは逆
ぎゃく

に，米の生産がさかんでない都道府県として，まち
4 4

がっているもの
4 4 4 4 4 4 4

を，次のア～エから１つ選びなさい。
　　ア　茨

いばら

城
き

県　　イ　東京都　　ウ　高知県　　エ　沖
おき

縄
なわ

県

ア

イ

ウ

エ

オ

1

⑴

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

⑵

① 平野

② 盆地

③ 平野

④ 平野

⑤ 平野

⑶

あ

い

う

⑷

⑸ 分の１

⑹
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練 習 問 題練 習 問 題
1111 次のＡ～Ｆは，米づくり（稲

いな

作
さく

）でおこなわれる作業を説
せつ

明
めい

したもの
です。これを見て，あとの問いに答えなさい。

　

Ｅ　田植え

苗を水田に植えます。

Ｆ　稲
いね

かり

機
き

械
かい

を使って稲をかります。

Ｄ　田起こし

田を耕し，肥
ひ

料
りょう

をまきます。

Ｂ　育
いく

苗
びょう

ビニールハウスの中で，苗
なえ

を
育てます。

Ａ　中
なか

干
ぼ

し

水田の水をいったんぬき，土
をひびわれさせます。

Ｃ　代
しろ

かき

耕
たがや

した田に水を引き，土を平
らにならします。

□⑴　Ａ～Ｆを，作業のおこなわれる順
じゅん

にならべかえなさい。

□⑵　Ａの作業について，なぜこのような作業をするのですか。かんた
んに説明しなさい。

□⑶　Ｂの作業について，育苗をする前のじゅんびとして，よい種
たね

もみ
を選

えら

ぶ作業がおこなわれます。どのようにして，よい種もみを選ぶ
のですか。次のア～エから１つ選びなさい。
ア　種もみを真水につけ，ういたものを選ぶ。
イ　種もみを真水につけ，しずんだものを選ぶ。
ウ　種もみを塩

しお

水
みず

につけ，ういたものを選ぶ。
エ　種もみを塩水につけ，しずんだものを選ぶ。

□⑷　Ｃ・Ｄの作業に使う機械の名前を，カタカナ
4 4 4 4

5
4

字
4

で答えなさい。

□⑸　Ｅの作業について，田植えが終わったあと，水田ではこまめに水
の管
かん

理
り

がおこなわれます。特
とく

に気温が低
ひく

いときには，水の深さを深
くしますが，これはなぜですか。かんたんに説明しなさい。

□⑹　Ｆの作業について，この作業にはコンバインという機械が使われ
ます。この機械を使うと，稲かりと同時にどのような作業ができま
すか。

1111

⑴

⇒

⇒　　　⇒

⇒　　　⇒

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹
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⑺　Ａ～Ｆの作業は，日本人が長年にわたって稲作をくりかえしてき
たことで，現

げん

代
だい

まで続
つづ

いてきたものです。
□①　日本で稲作が始まったのは，今から何年前くらいだといわれて

いますか。次のア～エから１つ選びなさい。
　　ア　約

やく

250～300年前　　　�イ　約1250～1500年前
　　ウ　約2500～3000年前　� エ　約12500～15000年前

□②　日本人が長年にわたって稲作をしてきたことは，お正月の料
りょう

理
り

として「田づくり」があることでもわかります。この料理は，何
を使った料理ですか。次のア～エから１つ選びなさい。

　　ア　いわし　　イ　えび　　ウ　たい　　エ　かずのこ

⑻　Ａ～Ｆの作業でおこなわれる稲作は，東
とう

北
ほく

地方がその生
せい

産
さん

の中心
となっています。
□①　東北地方は，夏になると気温が低くなることがありますが，な

ぜ熱
ねっ

帯
たい

性
せい

の植物である稲が，こうした気
き

候
こう

の地いきでさかんにつ
くられるようになったのですか。かんたんに説明しなさい。

□②　東北地方では，「あきたこまち」「はえぬき」「ひとめぼれ」な
どの品

ひん

種
しゅ

の米が生産されています。これらの品種は，いずれも，
次の図中（　☆　）でしめされたある米の品種をもとにつくられて
います。この品種とは何ですか。

　 旭

農林8号 農林6号

あさひ

中京旭
ちゅうきょう

初星
はつぼし

奥羽292号
おう う

亀の尾 旭
かめ　　 お

東北24号 農林8号

幸風
さちかぜ

日本晴 40-11
（喜峰）

ばれ

ハツニシキ ササシグレ

農林22号

ヤマビコ

（　☆　）

農林1号

黄金晴
こ　がね

陸羽132号
りく う

ひとめぼれ

ヒノヒカリ

あきたこまち 庄内29号
しょうない

はえぬき ササニシキ

収921

そらちコシホマレ

しまひかり キタアケ

きらら397

□⑼　現
げん

在
ざい

，日本は国内で米を生産するだけでなく，外国からも輸
ゆ

入
にゅう

し
ています。日本の米の輸入先第１位

い

（2023年）の国を答えなさい。

⑽　近年，日本では米の消
しょう

費
ひ

量
りょう

がへる「米ばなれ」が問題となってい
ます。

　□①　なぜ，「米ばなれ」が進んだのですか。かんたんに説明しなさい。

　□②　「米ばなれ」をふせぐための努
ど

力
りょく

の例
れい

を１つあげなさい。

発

ト

発

発

⑺
①

②

⑻
①

②

⑼

⑽

①

②
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